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 保護者各位

                                                                　　　  永平寺町教育委員会

                                                                　　　  永 平 寺 町 校 長 会

　４月２８日、文部科学省より、５類移行後の感染症対策について「衛生管理マニュアル」が示され、

県からも同様の指示がありましたので、町内小中学校では、これに準じて以下のように感染対策を講

 じますので、ご理解とご協力をお願いします。

 

 ○登校にあたり（家庭での健康観察）

 ・お子様本人が未診断の体調不良の時も、登校を一律に制限することはありません。

・ただし、発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状がある場合には、自宅で休養するなどご家庭にお

 　いて健康観察に努めてください。

・健康状態を把握するため「健康観察カード（アプリ）」は継続します。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（お子様本人のみ。家族の記録は不要。） 

  *「健康観察カード（アプリ）」の継続について、７月に再度検討します。 

・同居している家族が感染した児童については、お子様本人は登校自粛の必要はありません。 

 

 ○出席停止の措置について

 ・児童が感染した場合には、出席停止の措置を講じます。

・出席停止の期間は、発症後５日間を経過し、かつ、症状が軽快した後一日を経過するまでとします。

 ・出席停止解除後、発症から１０日間を経過するまでは、マスクの着用を薦めます。

 

 ○登校後について（学校での健康観察）

・登校後、発熱の症状が見られる場合には、保護者に連絡し、迎えをお願いします。（早退の措置） 

 ・その際、受診を勧め、受診状況を聞き取り、状況に応じた対応をします。

 

 ○校内生活について

①換気 

・換気の確保は、引き続き有効な感染対策となりますので、気候上可能な限り、常時換気に努めます。

 　困難な場合には、こまめな換気を心がけます。

②手洗いの指導 

 ・外から教室に入る際、トイレの後、給食の前には、こまめに手を洗うよう指導します。

・手指消毒液は、流水での手洗いができないときなど、補助的な使用に留め、基本的には、流水と石

 　けんによる手洗いを指導します。

③マスクの取り扱い 

・学校教育活動においては、基本、マスクの着用は求めません。 

 ・登下校時のバスの中では、マスクの着用を薦めます。

・感染への不安があり、マスクの着用を希望したり、健康上の理由でマスクを着用できない児童もい

　ることを考慮し、そのような子に対し、マスクの着脱を強いることのないようにします。なお、気

　温が上がり、熱中症などの危険がある場合には、学習内容等状況に応じて適切な指導を心がけます。 

 

 ○感染流行時について

・地域や校内での感染流行が確認された場合には、マスクの着用を促すこともあります。 

・感染リスクが高い授業では、一時的に対面でのグループ活動を取りやめたり、児童同士の距離を確

 　保するなどの対策を講じることもあります。

・学校行事の実施にあたっては、一時的にこれまでのような対応をとらざるを得ないこともあります。

５月８日コロナ感染症が２類から５類感染症に移行しました 

出席停止期間は発症後５日間を経過し、かつ、 

症状が軽快後１日を経過するまでとなります。 


